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新型コロナウイルス感染症の公的支援の継続を求める意見書 

 

政府は１月２７日、新型コロナウイルス感染症対策本部を開き、感染症法上の位置付

けについて、５月８日に現在の「新型インフルエンザ等感染症」(２類相当) から季節

性インフルエンザなどと同じ「５類」に移行する方針を決定しました。これに伴い、

「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」が改定され、まん延防止策や水際

対策などが大幅に変更されることになります。 

５類に移行したとしても、新型コロナウイルス感染症は完全に収束したわけではあり

ません。１月３１日現在の新規陽性者は５万７，２６４人、死亡者数は２４６人、重症

者数は５０８人と高止まりとなっています。 

５類に移行することで、全数把握から特定の定点医療機関での把握に変わり、これま

では、発熱外来や指定の医療機関で患者を受け入れられてきましたが、幅広く一般の医

療機関で対応することになります。また、これまでは行政が行ってきた入院調整も医療

機関が行うようになります。 

懸念されるのは、これまで公費負担となっていた「医療費」「ワクチン接種」「ＰＣ

Ｒ検査や抗原検査費用」が、一部自己負担となることです。低所得層を中心に受診控え

が起こり、重症化する人が増加することが懸念されます。また、ワクチン接種も一部自

己負担となれば接種控えも想定されます。 



 

 

そのため、新型コロナウイルス感染症対策本部は、患者への対応として「急激な負担

増が生じないよう、入院・外来の医療費の自己負担分に係る一定の公費支援について、

期限を区切って継続する」としています。 

ワクチン接種についても、接種期間の１年間延長を求める声が上がっており、希望す

るすべての人が接種できる体制が望ましいとされました。 

現在５類感染症に分類されているのは、季節性インフルエンザや麻しん、梅毒などで、

この場合、健康保険を利用して受けることになるため、年齢や所得に応じて自己負担が

発生することになります。 

よって政府においては、今後においても、現在と同様にワクチン接種、医療費、ＰＣ

Ｒ検査及び抗原検査の公費負担を継続し、重症化の患者を受け入れる医療機関の確保に

対する補助金についても継続し、国民の生命を守るために全力を尽くすことを求めます。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

久 喜 市 議 会  

 

 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣   あて 

財 務 大 臣 

厚 生 労 働 大 臣 

内 閣 官 房 長 官  

 


